
金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

ハ
劣
山
市
V

隠
居
衆
の
中
に
百
五
拾
石
外
川
宗
印
。
と
あ
り
て
‘
此
の
頃
在
命
せ

り
。
さ
れ
ば
校
合
雑
記
に
戟
せ
た
る
停
訟
は
、
後
人
の
過
聞
な
る
事

知
ら
れ
た
り
。

。

侮

馬

橋
l

金
滞
橋
梁
記
に
、
停
馬
橋
出
大
工
町
上
り
口
也
。
と
あ
り
。
此
の
橋
名

は
今
は
共
の
名
絶
え
た
廿
け
ん
鮮
か
た
ら
宇
。
但
し
積
停
馬
町
入
口

た
る
鬼
川
の
橋
た
る
か
。
此
の
橋
は
今
は
鬼
川
橋
と
呼
ペ
り
。
或
は
云

ふ
。
停
馬
橋
は
停
馬
町
入
口
の
鬼
川
へ
架
け
た
る
橋
た
る
ぺ
し
。
橋

梁
紀
に
、
出
大
工
町
上
り
口
也
。
と
載
せ
た
る
は
誤
也
と
い
へ
り
。

O
横
侮
馬
町

元
秘
九
年
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
横
停
馬
町
と
あ
り
。
今
横
停
馬

町
・
装
僻
馬
町
と
す
。

。
積
俸
馬
町
海
誓
寺

東
方
民
家
也
。
俗
に
小
松
御
坊
と
呼
ぺ
り
。
元
能
美
郡
小
松
に
あ
り

た
る
故
と
云
ふ
。
三
筒
屋
版
の
六
用
集
に
、
静
誓
寺
僻
馬
町
。
と
あ
り
。

明
細
般
に
、
営
寺
は
営
闘
能
美
郡
小
松
町
民
宗
東
紙
調
W
替
寺
の
分
寺

た
り
。
小
松
崎
伊
誓
寺
第
五
世
住
職
E
願
、
檀
家
及
び
信
仰
之
門
徒
共

の
情
願
に
依
り
て
‘
慶
長
九
年
三
月
金
棒
停
馬
町
今
の
地
に
一
・
寺
を

調

M
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の
飴
波
た
り
と
い
へ
り
。
島
も
ふ
に
、
町
名
を
呼
び
そ
め
た
る
頃
、

此
の
町
地
は
停
馬
・
馬
借
の
家
共
を
集
め
置
か
れ
し
故
に
、
自
然
と

僻
馬
町
と
呼
ぴ
た
る
か
。
又
僻
馬
町
と
町
名
を
定
め
.
此
の
町
地
位
停

馬
・
馬
借
共
の
邸
宅
を
建
て
し
め
ら
れ
し
か
。
共
の

E
細
は
知
れ
・
?
と

い
へ
ど
も
‘
武
州
江
戸
に
て
も
停
馬
役
所
あ
り
し
町
を
ば
大
停
馬
町

と
呼
ぴ
た
り
し
と
見
b
て
、
改
作
所
醤
記
に
、
貞
享
元
年
八
月
能
登
園

土
方
領
所
土
方
伊
賀
守
の
知
行
分
之
村
々
幕
府
領
と
成
る
に
付
き
、

幕
府
よ
り
代
官
役
人
能
登
園
へ
会
同
す
る
錦
、
停
馬
・
人
足
指
出
方
に

闘
し
江
戸
停
馬
役
所
掛
り
よ
り
都
民
し
た
る
印
書
あ
り
。
左
の
如
し
。

人
足
武
人

一
、
御
朱
印

竹
村
丸
郎
右
衛
門
様

馬

四

疋

一

、

御

朱

印

同

断

山

中

喜

兵

衛

様

右
御
爾
人
能
州
へ
第
四
時
御
用
一
今
夜
八
つ
時
分
御
一
所
に
江
戸
御
鷲
足

歩
遊
候
問
、
人
馬
令
=
用
意
一
先
々
茂
無
知
様
可
v
被
忌
候
。
以
上
。

貞
享
元
年
子
八
月
廿
日
大
停
馬
町
馬
込
平
八
印

品
川
よ
り
能
州
迄

宿
次
問
屋
衆
中

金
揮
官
蹟
志
巻
十
六

五

創
立
し
、
滞
誓
寺
と
鋭
す
。
と
あ
り
て
、
此
の
時
よ
り
小
松
・
金
津
雨

所
に
滞
普
寺
存
在
す
と
い
へ
り
。

。
後
傍
馬
町

元
秘
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
、
横
停
馬
町
・
後
体
馬
町
。
と
見

h
、
畿
圏
公
年
譜
に
、
享
保
十
八
年
四
月
廿
六
日
犀
川
川
除
町
よ
り

出
火
、
後
停
馬
町
・
横
停
馬
町
・
下
停
馬
町
等
焼
失
。
と
あ
り
。
後
僻

馬
町
今
は
裏
偲
馬
町
と
す
。

O
偉

馬

町

改
作
所
奮
紀
に
蛾
せ
た
る
寛
文
十
年
の
厨
脅
に
、
停
馬
町
後
川
除
と

い
ふ
事
見
b
、
元
秘
九
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
民
、
停
馬
町
・
下
停

馬
町
・
積
停
馬
町
・
後
停
馬
町
。
と
記
載
し
て
、
四
町
民
分
ち
た
り
。
今

は
上
僻
馬
町
・
下
停
馬
町
・
横
僻
馬
町
・
裏
停
馬
町
の
四
町
と
す
。
此

の
町
は
奮
停
に
云
ふ
。
奮
藩
園
初
以
来
侮
馬
と
て
、
金
部
停
馬
役
の

馬
共
を
線
ぎ
置
き
た
る
厩
を
ば
‘
此
の
町
内
に
建
て
置
き
た
り
し
ゅ

ゑ
に
、
停
馬
町
と
呼
ぺ
り
と
い
ひ
停
へ
り
。
按
や
る
に
、
享
保
十
二

年
の
哨
随
筆
に
、
停
馬
町
馬
貸
何
某
が
家
に
居
る
六
兵
衛
と
云
ふ
馬

子
の
停
穏
を
載
せ
た
り
。
天
保
・
弘
化
の
頃
ま
で
も
、
此
の
町
の
入
口

に
馬
借
の
家
あ
り
て
、
貸
馬
を
蝶
ぎ
置
き
た
り
。
是
闘
初
以
来
停
馬

右
は
震
=
考
穀
-
載
v
之
而
己
。

O
侮
宮
駅

iF略

日
本
紀
に
、
孝
徳
天
皇
大
化
二
年
春
正
月
甲
子
朔
，
改
新
之
詔
日
a

初

傍
=
京
師
吋
置
=
畿
内
・
園
司
・
郡
司
・
闘
塞
・
斥
候
・
防
人
・
騨
馬
・
僻
馬
-
一
宮

島
内
。
凡
給
a
騨
馬
・
僻
馬

γ依
=
皆
鈴
停
符
魁
鍛
↓
と
あ
り
。

A
A
停
馬
・
腸

馬
の
濫
筋
な
る
ぺ
し
。
和
訓
架
に
‘
日
本
紀
に
騨
を
は
い
ま
と
訓
ぜ

り
。
早
馬
の
念
語
也
。
い
と
や
と
通
宇
。
停
を
は
い
て
と
よ
め
る
も

此
義
也
。
後
生
は
侮
馬
と
の
み
い
へ
り
と
。
平
次
按
守
る
に
、
早
馬

て
ふ
と
と
は
、
寓
葉
集
巻
十
八
に
、
天
平
感
貸
元
年
五
月
越
中
史
生

尾
張
少
咋
が
先
妻
不
v
待
a
夫
君
之
換
使
-
自
来
時
作
歌
に
、
み

ω
一
'G
児

が
い
っ
き
し
と
の
に
鈴
か
け
ぬ
は
ゆ
ま
く
だ
れ
り
星
も
と
ど
ろ
に
、

大
伴
宿
禰
家
持
作
v
之
。
と
見
b
、
又
巻
十
四
に
.
す
ど
が
ね
の
は
ゆ

馬
う
ま
や
の
つ
L
み
井
の
み
づ
を
た
ま
へ
た
妹
が
た

r
て
よ
。
此
の

歌
は
東
歌
の
雑
歌
の
内
に
入
れ
た
れ
ば
、
東
園
の
歌
た
り
と
い
へ
れ

E
.此
の
傘
は
白
川
を
よ
め
る
歌
た
ど
も
入
込
み
蛾
せ
た
れ
ば
、
能
登

固
た
る
鈴
が
騨
た
ど
に
て
の
作
歌
志
ら
ん
か
。
今
鳳
至
郡
に
鈴
ゲ
嶺

村
と
い
ふ
も
あ
り
。
又
三
時
須
々
一
柳
枇
記
K
.
珠
測
邸
側
或
静
山
伏

山
刊
と
も
見
h
た
り
。
和
訓
莱
に
は
、
伊
勢
園
鈴
鹿
郡
古
馬
屋
と
い
ふ

五




